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障害者の就労選択支援に向け、支援者のアセスメントスキルを平準化し、また障害者本人

の状態の波と支援環境を突合させたモニタリングツールを開発するために、令和 5 年度は、

アセスメントに関する研修ニーズ、及び熟練者の就労アセスメントスキルを解明し、さらに

〈就労支援アプリ〉を基本設計した。それらを踏まえ、令和 6 年度は、就労アセスメントの

〈研修カリキュラムとシラバス〉案を作成し、〈就労支援アプリ〉試作品を用いて［就労アセ

スメント研修］を試行し、〈研修カリキュラムとシラバス〉案、及び〈就労ア支援アプリ〉試

作品の課題を明らかにすることに取り組んだ。 

まず、研修カリキュラムとシラバスは、2024 年 5 月に開催された有識者会議において初版

の内容が検討され、講義に「雇用」と「治療と就労の両立」に関する項目を追加し、難病患

者の支援策を包括的に扱う形へと改訂した。演習も、2024 年 9 月の有識者会議で再検討を行

い、最終的に「難病患者」に焦点を絞る形で修正した。 

研修試行は、2024 年 10 月から講義の動画を配信し、12 月に演習をオンラインで開催し、

その結果を踏まえて 2025 年 1 月に「就労選択支援の５つの場面を想定した演習」をデモンス

トレーション視聴等に修正したところ、全体に自己評価が改善した。研修前後の自己評価と 2

種の演習の自己評価の比較を解析したところ、全体に改善傾向にあったが、有意差が認めら

れた項目は少なかった。更なる改善に向け、アセスメント演習はデモンストレーション動画

視聴とロールプレイを組み合わせる、リフレクションはアセスメントの振り返りに絞ること

が考えられる。 

〈就労アセスメントアプリ〉試作品は、就労移行支援事業者等で試用し、入力や出力上の

問題の有無を利用者と支援者に確認した。利用者、支援者ともアプリの使用感は概ね良好で

あった。アプリ入力値の変化は支援関係の影響を受けていることも示唆された。今後は、行

動変容や職場環境整備などの具体的な成果につなげるための仕組みは今後の課題であること

が示唆された。さらに、支援現場の実情に合わせたアプリ設計や操作マニュアルに加え、ア

プリ等のツールを活用する際の支援者のスキルの平準化が求められる。 
本研究では、併せて、令和 5 年度に明らかにした支援者のアセスメントスキルから、アセ

スメントスキル評価尺度を作成し、内容妥当性を検証した。 
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Ａ．研究目的 

障害者の就労選択支援に向け、就労アセス

メントにおいて、①支援者のアセスメントス

キルの個人差を平準化するための学習支援の

不足、②障害者本人の状態の波（身体面・心

理面の良好な時期と不調な時期）と支援環境

（物理的・人的支援状況等）を突合させてモ

ニタリングし、関係機関等との情報共有のた

めに可視化する就労アセスメントツールの不

足等の問題がある。 

本研究の目的は、まず、問題①に対し、熟

練者の就労アセスメントスキルを解明し、そ

れらを反映した〈研修カリキュラムとシラバ

ス〉と〈視覚教材〉を制作する。さらに、上

記問題②に対し、障害者本人の状態の波と支

援環境を突合させて経過をモニタリングし、

就労の阻害要因や促進要因を可視化するため

の〈就労支援アプリ〉を制作する。これら 2

つの目的を関連させながら研究を行い、〈研修

カリキュラムとシラバス〉〈視覚教材〉〈就労

支援アプリ〉を統合した［就労アセスメント

研修］パッケージを最終成果物として開発し、

支援者のスキルの平準化、及び関係機関等と

の情報共有の改善を図る。 

令和 5 年度は、アセスメントに関する研修

ニーズ、及び熟練者の就労アセスメントスキ

ルを解明し、さらに〈就労アセスメントアプ

リ〉を基本設計した。 

それらを踏まえ、令和 6 年度は、就労アセ

スメントの〈研修カリキュラムとシラバス〉

案を作成し、〈就労支援アプリ〉試作品を用い

て［就労アセスメント研修］を試行し、〈研修

カリキュラムとシラバス〉案、及び〈就労ア

セスメントアプリ〉試作品の課題を明らかに

することに取り組んだ。 

 

 
Ｂ．研究方法 

１．就労支援の研修のカリキュラムおよびシ

ラバスの開発に関する研究 

研修は、①講義部分と②演習部分で構成さ

れ①講義については、2024 年 5 月に開催され

た有識者会議において初版の内容が検討され

た。②演習部分については、当初、支援対象

者を「精神疾患患者および難病患者」として

いたが、2024 年 9 月の有識者会議で再検討を

行った。 

 

2．演習内容の開発 第１報 

まず演習案を作成した。➀地域を知ること

の前提として「自己紹介シート」をグループ

ワークで共有する。②リフレクションは「自

己の実践の振り返りシート」をグループワー

クで共有し、自己の実践の理解を深める。③

アセスメントスキル演習は、就労選択支援の

5 つの要素を取り入れた２事例を作成し、要

素毎に留意するモニタリング項目、アセスメ

ントスキルの項目を併記した。 

 

３．演習内容の開発 第 2 報 

2 回目の演習の開発を ADDIE モデルに沿

って実施した。Assessment で令和 6 年 12 月
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に実施した演習の評価から課題を抽出し

Design で 演 習 内 容 の 修 正 案 を 考 案 し

Implement で 修 正 し た 研 修 を 実 施 し

Evaluation で研修評価方法に沿って評価した。 

 

４．アセスメント研修の評価 

[就労アセスメント研修］を試行し、１）本

研修全体を通じた受講前後の自己評価の変化

の検討 ２）ロールプレイまたはデモンスト

レーション視聴という二種の演習を実施し、

二種の受講者群間の自己評価の差の検討を実

施した。１）は GIO,SBOｓ、アセスメント

スキルに関する自己評価を 14 名の各回答を

点数化し、研修受講前後の差を符号検定で分

析した。２）は GIO,SBOｓ、アセスメント

スキル、研修理解度、研修満足度に関する自

己評価を 1 回目集合研修受講者群と 2 回目集

合研 修受 講者 の２群間自己 評価 の差 を

Wilcoxon 順位和検定で分析した。 

 

５．就労支援アプリ開発に関するアンケート

調査研究 

令和 5 年度に作成した就労支援アプリ「わ

らいふ」の試作品を、就労を希望する障害者

と支援者の協力を得て試用していただき、「感

じていること」や「使用感」を調査した。 

 

６．就労支援者のアプリ試用についての調査 

「就労支援アプリ（わらいふ）」の、就労支

援の現場での試用について、就労支援者が実

際に当該アプリをどのように活用したか、そ

の評価や課題について、アンケート調査した。 

 

7．〈就労支援アプリ〉試用結果の活用 

アプリ試作品を、就労移行支援事業者等で

1 月程度試用し、アプリ試用中の行動・心身・

環境の値の変動を検討した。1 月以上の継続

記入が確認された 17 名のうち、行動・心身・

環境 3 つの大項目のデータを満たした 10 名

に対して 3 つの大項目の変化について検討を

した。 

 

8. アセスメントスキル評価指標の内容妥当

性の検証 

令和5年度に明らかにしたアセスメントス

キルから評価尺度を作成し、内容妥当性を検

証した。 

 

（倫理面への配慮）国立保健医療科学院

倫理審査委員会の承認を得た（承認番号

【NIPH－IBRA＃24004】）。 

 

Ｃ．研究結果 

１．就労支援の研修のカリキュラムおよびシ

ラバスの開発に関する研究 

①講義については「雇用」と「治療と就労

の両立」に関する項目を追加し、難病患者が

直面する具体的な課題とその支援策をより包

括的に扱う形へと改訂した。就労支援者が実

務で活用できる知識を充実させることを目指

した。②演習部分については、最終的に「難

病患者」に焦点を絞る形で修正した。 

以上のように、就労支援の研修のカリキュ

ラムとシラバスを開発した。今後は、さらに

改良を加え、より実効性の高い研修の完成を

目指す。本研究で開発された研修カリキュラ

ムは、難病患者の就労選択支援に関わる支援

者育成に寄与することが期待される。 

 

２．演習内容の開発 第１報 

有識者会議を経て、アセスメントスキル演

習は１事例とすること、事前に詳細なテキス

トを配布し演習に望むこととなった。 

 

３．演習内容の開発 第 2 報 
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Assessment では「リフレクション」「就労

選択支援の５つの場面を想定した演習」の理

解度、満足度が低かった。そこで Design で

「リフレクション」はファシリテーターが促

す形式等に修正し「就労選択支援の５つの場

面を想定した演習」をデモンストレーション

視聴等に修正した。Implementation では令和

7 年 1 月に 32 名に実施した。Evaluation では

アウトプットとして全体に自己評価が改善し

プロセス評価ではアセスメントに関する経験

の振り返りに焦点化する、ロールプレイも併

用する等が考えられた。ストラクチャー評価

では、ZOOM 操作を業者委託するなど考え

られた。 

 

４．アセスメント研修の評価 

１）は GIO,SBOｓ、アセスメントスキル

共に、全体に正の変化が見られたが、有意差

が認められた項目は少なかった。２）につい

ては、二種の演習受講者群間の自己評価は、

GIO,SBOｓは 2 群間に有意差はなかった。ア

セスメントスキルは 1 項目のみ有意差が見ら

れた。研修理解度は 2 群間に有意差はなかっ

た。「就労選択支援の５つの場面を想定した演

習－難病を持つ利用者」は他の項目に比べて

12 月の 2.8 から 1 月の 3.2 と 0.4 点と点数の

差が大きいが、有意差はなかった。研修満足

度は 2 群間に有意差はなかった。 

 

５．就労支援アプリ開発に関するアンケート

調査研究 

令和 5 年度に作成した就労支援アプリ「わ

らいふ」の試作品を、就労を希望する障害者

と支援者の協力を得て試用していただき、「感

じていること」や「使用感」を調査した。そ

の結果、「自分らしくいる」感覚はアプリ試用

前後で改善したが、使用感には課題が残った。  

アンケートの自由記載やインタビューのコメ

ントにより、アプリの機能改善が必要な事柄

が把握された。 

 

６．就労支援者のアプリ試用についての調査 

本調査には 14 名が参加した。支援者がア

プリ入力を支援した回数は過半数（57.1%）

が 5 回以下であった。また、支援者がグラフ

を用いて面接をした回数についても過半数

（57.1%）が 1 回以下となっており、いずれ

も低い値にとどまっている。 

アプリの使いやすさに対して一定程度の評

価が与えられているが、当事者には独力では

難しいと捉えていることが推察される。利用

者が何らかの「情報を得る」ことには有益だ

が、利用者の何らかの「行動」に結びつくよ

うな効果については現時点では必ずしも有益

とは言えない。 

 

7．〈就労支援アプリ〉試用結果の活用 

3 名はアプリ試用中に行動・心身の値に上

昇が見られ、環境は安定していた。他の 7 名

は、行動・心身の値に変動が続く者、行動・

心身の値が徐々に低下する者が見られ、環境

の値は変化が見られなかった。 

 

8. アセスメントスキル評価指標の内容妥当

性の検証 

I-CVI、S-CVI/Ave、S-CVI/Ave

（proportion）は 44 項目すべてで 0.78 以上

であった。S-CVI/UA はミクロが 0.77 であっ

た。インタビューでは、4 項目を就労選択支

援の評価としては省くことを検討する、3 項

目は重複しているという意見を得た。意見を

反映した結果、39 項目になり、すべての

S-CVI/UA が 0.78 以上となった（A ミクロは
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0.90、メゾは 1.0、C マクロは 1.0、D 見立て

の手段は 1.0）。 

 

Ｄ．考察 

１．就労支援の研修のカリキュラムおよびシ

ラバスの開発に関する研究 

今後は、さらに改良を加え、より実効性の

高い研修の完成を目指す。本研究で開発され

た研修カリキュラムは、難病患者の就労選択

支援に関わる支援者育成に寄与することが期

待される。 

 
２．演習内容の開発 第１報 

リフレクションはアセスメントに焦点化す

る必要が考えられた。アセスメントスキル演

習は全体の時間配分を検討し、ロールプレイ

とデモンストレーションの両者の併用も検討

する。テキストは可能な限り短時間で読める

内容にする。 

 

３．演習内容の開発 第 2 報 

演習内容の更なる改善に向け、アセスメン

ト演習はデモンストレーション動画視聴とロ

ールプレイを組み合わせる、リフレクション

はアセスメントの振り返りに絞ることが考え

られる。 

 
４．アセスメント研修の評価 

研修受講により、全体に正の変化が見られ

たが、統計的な差が確認できなかった。原因

としてｎ数の少なさや、2 群各々の自己評価

偏りが考えられる。ロールプレイもデモンス

トレーションも有効な教授方法であるため、

両者を組み合わせた演習としていくことも一

考である。 

 

５．就労支援アプリ開発に関するアンケート

調査研究 

把握されたアプリの機能改善が必要な事柄

について検討し、修正する必要がある。 

 
６．就労支援者のアプリ試用についての調査 

「具体的な UI/UX」面では比較的高い評価

が得られたが、利用者個々の障害特性や IT

リテラシーに応じたサポート体制が必要であ

る。アプリを活用した情報可視化だけでなく、

支援者や関係者がどのようにその情報を活か

すかについての見通し、また本人の意欲や行

動をサポートする仕組みが重要と考えられる。 

 
7．〈就労支援アプリ〉試用結果の活用 

 支援現場の実情に合わせたアプリ設計や操
作マニュアルに加え、アプリ等のツールを活
用する際の支援者のスキルの平準化が求めら
れる。 
 
8. アセスメントスキル評価指標の内容妥当

性の検証 

アセスメントスキル評価指標の内容妥当性

は検証された。 
 
Ｅ．結論 

〈就労支援アプリ〉は、行動変容や職場環

境整備などの具体的な成果につなげるための

仕組みが必要である。さらに、支援現場の実

情に合わせたアプリ設計や操作マニュアル・

研修プログラムの充実が求められる。 

[アセスメント研修]は、講義は妥当であっ

たが、演習はデモンストレーション動画視聴

とロールプレイを組み合わせる、リフレクシ

ョンはアセスメントの振り返りに絞るなどの

改定が必要である。 

〈就労支援アプリ〉は可視化された結果を、

障害者本人と支援者が協働で活用していくス

キルが求められる。入力項目の妥当性、一定

期間の行動・心身・環境の変化を障害者本人
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と支援者が共に確認し、本人や環境の調整な

ど、支援にフィードバックするプロセスが重

要であり、そこにこそ、アプリを活用しなが

ら人が人を支援していく意味が込められてい

ると考える。 

 

Ｆ．健康危険情報 

 なし 
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